
【 】
米海兵隊の移転訓練を支援
トピック

・東北コミュニティ放送協議会でリモート講演
・感謝状～前つがる市長～
・令和 年度 優秀工事等顕彰
・若手職員がラジオ収録
・米海軍三沢航空基地隊 指揮権交代式・感謝状
・令和３年版防衛白書
ようこそわが街へ（第 ４回）～福島県鏡石町～
防衛関連企業シリーズ⑦：株式会社北浜造船鉄工
インフォメーション



三沢対地射爆撃場等（青森県）において、７月１４日から２４日まで、移転訓練が行われました。

東北防衛局は同月７日から２８日までの間、三沢防衛事務所内に「訓練移転現地連絡本部」を設置

米海兵隊の移転訓練を支援

王城寺原演習場（宮城県）において、７月１５日から２２日まで、実弾射撃訓練が行われました。

東北防衛局は、訓練部隊が演習場入りした同月７日から３１日までの間、王城寺原演習場内に「現

地連絡本部」を設置し、最大約３０人体制で、訓練部隊に対する支援や関係自治体などへの情報提

供、演習場周辺地域の巡回警備などを２４時間体制で行いました。

訓練終了後、海兵隊員は、日本文化を学ぶための現地研修で、東日本大震災の被災地と当時米軍

が実施した「トモダチ作戦」の跡地（石巻市及び東松島市内）を訪れました。

なお、今回の訓練はコロナ禍における訓練ということもあり、コロナ感染症対策に万全を期し対応し

ました。

沖縄県道１０４号線越え実弾射撃訓練の分散実施

米軍再編に係る訓練移転（回転翼機及びティルト・ローター機等）

し、約２０人、２４時間体制で

米軍や関係自治体等との間

をつないで緊密な連絡調整

に当たったほか、航空機の

騒音測定などを行い周辺住

民の安心・安全の確保と不

安解消に努めました。
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トピック東北コミュニティ放送協議会でリモート講演

感謝状～前つがる市長福島弘芳氏～

６月１１日、青森県つがる市役所において、熊谷昌司局長（当時）から前つがる市長福島弘芳氏

へ、在任期間中の多大なる貢献に対し深く感謝の意を表すため、感謝状の贈呈を行いました。

同氏は、在日米軍車力通信所をめぐる諸問題など防衛施設と周辺地域との調和を図るため尽力

され、防衛施設の安定的運用に大きく寄与されました。

５月２５日、東北コミュニティ放送協議会（会長：玉井恒）の第２４回総会において、 「わが国を取り

巻く安全保障環境と防衛省・自衛隊の取組み」をテーマに講師を務めました。

同協議会は、東北総合通信局管内のコミュニティ放送事業者の情報交換と相互啓発などを通じ

てコミュニティ放送の健全な発展と地域の振興に寄与することを目的に設立された団体です。

今回の総会は、新型コロナウイルス感染症対策のためオンラインで開催され、協議会に加盟する

東北６県のコミュニティ放送局の事業者代表約２０名が聴講しました。

また、講演後には、熊谷昌司局長（当時）から同協議会の横田善光副会長、今野嵩之副会長、渡

辺弘副会長にＦＭラジオ放送を通じ防衛省・自衛隊に対する理解の醸成に尽力されるなど我が国の

防衛に大きく寄与したなどの功績に対して感謝状の贈

呈式が行われ、代表して横田副会長に感謝状と

記念品が贈呈されました。
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若手職員がラジオ収録

東北防衛局では、防衛省・自衛隊の防衛施策等を地域住民の方々に広くご理解いただくことを目的

として、東北６県のコミュニティ放送を活用して番組を放送しています。

６月及び７月には、国家公務員を希望する方々への参考とすべく、「若手職員の活躍」と題して、若

手職員が出演し、当局の業務内容や「やりがい」を感じた業務、職場環境などを紹介しました。

なお、放送局や内容については、東北防衛局ホームページでご覧いただけます。

受　注　者　名　等 工　事　・　業　務　名

（当局推薦）
大臣官房施設監

特別優秀工事
特別優秀工事技術者

株式会社  ミワ電工
（青森県五所川原市）

三沢外(30)庁舎Ｂ新設等電気工事
監理技術者　工藤　淳也　氏

優秀工事
優秀工事技術者

有限会社　睦建設
（青森県　三沢市）

三沢米軍(30)暖房ダクト新設土木工事
監理技術者　吉田　英憲　氏

富士通ネットワークソリューションズ
株式会社

（神奈川県　横浜市）

王城寺原(H31)監視装置整備工事
監理技術者　赤木　克充　氏

優秀業務 株式会社　仙台総合設備計画
（宮城県　仙台市） 船岡(２)浴場新設等設備設計

友住設備工業　株式会社
（青森県十和田市） 三沢(30)格納庫新設機械工事

友住設備工業　株式会社
（青森県十和田市） 三沢(元)指揮所改修等機械工事

振興電気　株式会社
東北支店

（宮城県仙台市）
仙台外(31)宿舎改修等電気その他工事

顕　彰　種　別

東北防衛局
調達部長

優秀工事

株式会社　小坂工務店
（青森県三沢市） 三沢(元)庁舎新設建築内外装工事

株式会社　東海テック
（東京都台東区） 三沢(30)庁舎Ａ新設機械工事

経塚工業　株式会社
仙台支店

（宮城県仙台市）
仙台外(31)宿舎改修等機械工事

トピック

令和３年度 優秀工事等顕彰

防衛省大臣官房施設監及び東北防衛局は、令和３年度の特別優秀工事等の顕彰企業等を決定し

ました。

この顕彰は、技術・品質が優れ他の模範となるにふさわしい工事、業務及び技術者を顕彰すること

により、入札参加者の受注意欲を高め、建設工事及び業務目的物の品質確保等を図ることを目的と

しています。
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トピック

６月１８日、米海軍三沢航空基地隊の指揮権交代式が行われ、ブライアン・Ｋ・パミル海軍大佐か

らポール・Ａ・ハックラン海軍大佐に指揮権が交代しました。

ハックラン大佐は、「米海軍の各部隊、米空軍、自衛隊そして三沢市と強い絆なくしては任務は達

成できない。日米両国の国防のために備えていく」と今後の抱負を述べました。

また、６月８日、三沢防衛事務所において、

熊谷昌司局長（当時）からパミル大佐の在任期間中

の功績を称え、感謝状の贈呈を行いました。

米海軍三沢航空基地隊 指揮権交代式・感謝状

防衛白書は、わが国の現状と課題およびその取組について広く内外への周知を図り、その理解

を得ることを目的として毎年刊行されています。

令和３年版防衛白書は、令和２年度間の防衛省・自衛隊の活動や国際情勢を分かりやすく多方

面に紹介しています。

防衛白書は、書籍として販売される他、防衛省ホームページにおける無料ダウンロードや閲覧、

民間電子書籍市場での無料配信も実施しています。

また、小中生向けにわかりやすく編集した「はじめての防衛白書」も

ホームページで公開しています。

令和３年版 防衛白書
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鏡石町は、福島県中通りの中南部に位置し、福島空港や東北自動車道鏡石スマートIC、
JR東北本線といった高速交通ネットワークにも恵まれ、県内でも若者、子どもの割合が高
く活気ある町です。
町内には唱歌「牧場の朝」のモデルとなった「岩瀬牧場」や、農業が盛んな町の特性を生

かした「かがみいし田んぼアート」などの観光スポットのほか、陸上競技場をはじめ様々な
スポーツ施設を有する「鳥見山公園」、町内外から多くの家族連れが訪れる「ふれあいの森
公園」などがあります。

【ふれあいの森公園】大人気の「人工芝すべり台」！

【かんかんてらす】町の特産品や農産物が勢ぞろい！

【鳥見山公園】スポーツ施設を完備した総合公園！

町公式HP

ようこそわが街へ（第２４回）～福島県鏡石町～ かがみいし田んぼアート 令和３年度作品

「“ たのしい” おむすびころりん」
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防衛関連企業シリーズ⑦：株式会社 北浜造船鉄工
～運貨船の建造～

株式会社北浜造船鉄工（青森県青森市）は、昭和５５年に創業し、船舶の建造並びに修繕、船用機

器の修理を行っています。

同社は、防衛省をはじめとする官公庁、民間企業発注の船舶の建造等だけでなく、政府開発援助

（ＯＤＡ）で受注した船舶も建造しています。

今回は、防衛省発注の「運貨船」の建造等について、福井裕司営業部長と細川秋規工場長にお話

を伺いました。

Ｑ１： 運貨船建造にあたって、ご苦労された点等はありますか。

Ａ１： 狭い通路に電気配線や油圧管を敷設しなければならないところが、

少し大変でした。

その他については、例えば、エンジンメーカーの担当の方は、よく知っ

ている方だったので、調整もスムーズに行きました。取引業者の方に恵

まれたと思います。

Ｑ２： 新型コロナウィルスの影響はどうですか。

Ａ２： 運貨船については特にありませんが、会社全体とすれば、やはり物

流や人手には影響は出ています。

船への搭載部品は、オーダーメイドの製品も多く、納期に時間がか

かる物も多いですし、現在、ＯＤＡで受注した船舶も建造していますが、

コロナ以前であれば、現地に赴き行っていた業務を、今、海外になかな

か行けない中でどのようにするのかと考えているところです。

お話を聞かせてくださった

上：福井営業部長

下：細川工場長

最後に、「作業効率・精度の向上を図り、社員各自が知識の集積に努めて創意工夫をし、会社の発

展を通じて地域社会にも貢献していきたい」とお話してくださいました。

運貨船：接岸できない大型艦船への補給品の輸送に使用。

また、前方のランプドアを用いて小規模港湾や砂

浜などに車両や物資を陸揚げすることが可能であ

り、災害時に活躍することが期待される。



発行元：防衛省東北防衛局広報委員会
（住所：宮城県仙台市宮城野区五輪 電話： ホームページ： ）

インフォメーション

防衛省は、安全保障政策への理解促進や危機管理対応、地域の皆様の生活環

境改善等を目的とした「地域社会との協力に係る施策」に積極的に取り組んできて

います。この取組に対する国民の皆様のご理解をより一層深めるため、エンブレム

を作成しました。背景は握手のデザイン、前面は人と人とが手を取り合うデザイン、

そして緑色の色調により、防衛省が地域社会の理解と協力を得ながら施策に全力

で取り組んでいく意思を表現しています。

【東北防衛局長】

市川 道夫（いちかわ みちお） （７月１日付着任）

【前職：内閣官房内閣参事官内閣官房副長官補付】

地域社会との協力を
象徴する

エンブレム

新幹部紹介（７月１日、８月１日着任）

【その他の新着任幹部】

調達部次長 松本 一道（まつもと かずみち） （７月１日付着任）

【前職：北関東防衛局調達部調達計画課長】

総務部長 笠原 光男（かさはら みつお） （８月１日付着任）

【前職：陸上幕僚監部人事教育部補任課職員人事管理室長】

総務課長 岡田 英之（おかだ ひでゆき） （８月１日付着任）

【前職：北関東防衛局企画部地方協力基盤整備課長（併）統合幕僚監部参事官付】

この度、７月１日付で東北防衛局長を拝命した市川です。この地域での勤務は初めとなりますが、

東北６県にわたる防衛行政に責任を有する組織の長として、その重責に身の引き締まる思いです。

地方防衛局の主な役割は、防衛施設や自衛隊・米軍の活動について、地方公共団体を始めとす

る地元の方々に理解と協力をいただくことです。コロナ禍であり、感染症対策には万全を期したうえ

で、地元の方々とのコミュニケーションをしっかりと図りながら任務に邁進する所存です。

今まで携わってきた防衛施設建設の経験を活かし自らの役割を果たす所存

ですので、よろしくお願いいたします。

東北防衛局は初めての勤務ですが、自衛隊・在日米軍と地域の方々とをつな

ぐ架け橋である防衛局の一員として、信頼関係を大切にし、職務に取り組んで

まいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

東北及び地方防衛局の勤務は初めてですが、重責を果たせるよう努力いた

しますのでよろしくお願い致します。


